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主神に大己貴命（おおなむじのみこと）＜別名：大国主命（おおくにぬしのみこと）＞、 

少彦名命（すくなひこなのみこと）をお祭りしてあります。 

大己貴命は、因幡の白兎を助け、治療した神様、少彦名命は、手の平サイズの小さな神様で 

薬の神様です。そのため、古くから医薬祖神として信仰されています。 

毎月 10 日に行われる医薬祭では、病気平癒、健康祈願のご祈祷が行われ、多くの人が訪れます。 

  



- 3 - 

 

目 次 

 

ご挨拶 ････････････････････････････････････ 東京東北支部長 岩崎  稔（大 27）  4 

本学の現状と目指す方向 ～薬剤師研究者の輩出～ ･･･････ 学長 原 英彰（大 31）  5 

岐阜薬科大学の思い出（三田洞キャンパス）･･････････････････ 鳥居 慎一（大 32）  8 

新型コロナウイルス中和活性測定 ････････････････････････････ 岩崎  稔（大 27） 12 

三度の海外駐在を通じて ･･･････････････････････････････････ 小島 宏行（大 44） 14 

支部総会報告「Web 会議スタイルでの開催」･････････････････東京東北支部役員会 18 

令和 4 年度 Web 支部総会のご案内とプログラム ･････････････････････････････････ 20 

支部総会参加方法のご案内 ････････････････････････････････････････････････････ 21 

岐阜県を味わうならこんな店（第 5 回） ･･････････････････････ 東京グルメ探偵団  22 

鳳川ジャーナルの電子化につきまして･･････････ 東京東北支部長 岩崎 稔（大 27）24 

支部会則の改訂につきまして ･････････････････ 東京東北支部長 岩崎 稔（大 27）25 

令和 3 年度会計報告・寄附御礼 ････････････････････････････････････････････････ 26 

支部会費（年会費）の徴収につきまして ････････････････････････････････････････ 27 

あとがき ････････････････････････････････････････････････････････････････････ 27 

  



- 4 - 

東京東北支部長 岩崎 稔（大 27） 

   

夏空がまぶしい季節の到来です。皆様お変わり

なくお過ごしでしょうか。新型コロナ感染の終息

が待たれるところですが、今年も支部総会を 9 月

10 日、昨年同様 Web 会議で開催いたします。全

国の同窓会各支部に先駆け、支部総会を Web 会

議で開催した昨年の総会実施内容については本ジ

ャーナル内でご報告申し上げます。 

今年の支部総会については、別途、プログラム

で提示しておりますが、特別講演は国立国際医療

研究センター病院薬剤部勤務の樋口昇大さん（大

52）に「コロナ禍における病院薬剤師業務の変化

について」という演題で新型コロナ感染症発生直

後からの、現場での取り組みの様子などをご講演

いただきます。支部会員の皆さま奮ってご参加く

ださい。お待ち申し上げます。 

5 月 14 日、久しぶりに岐阜に出向き、同窓会役

員会に出席しました。杉浦昭子さん（大 24）

が、新会長に選出されました。当日配布の冊子が

3 種類ありました。① 岐阜薬科大学中長期計画

2025「VISION of GPU 2025」次世代を切り拓く

強い大学に向けて、② 岐阜薬科大学 2022 大学

案内、③ 岐阜薬科大学研究室案内 2022「GPU 

Laboratory Brochure」です。ご興味をお持ちの

方は本学同窓会事務局までお問い合わせくださ

い。 

今回のジャーナル掲載内容について少しばかり

紹介させていただきます。表紙は「五條天神社」

の写真です。医薬祖神、少彦名命（すくなひこな

のみこと）などにちなんで病気平癒や健康のご利

益と医療系学校を目指す受験生にも人気がありま

す。原英彰学長からはご挨拶を兼ねて「本学の現

状と目指す方向 ～薬剤師研究者の輩出～」のご

寄稿がございます。論文引用度指数ランキング

（教員の生産性：教員 1 人当たりの年間主著論文

数）が全国の国立大学・公立大学・私立大学 791

校中で第 1 位を獲得し

た記事(朝日新聞出版の

大学ランキング 2022 年

版)などを拝見するにつ

け、すごいぞ！岐薬と

勝手に自慢に思いまし

た。昨年、特別講演を

していただいた鳥居慎

一さん（大 32）から

「岐阜薬科大学の思い出（三田洞キャンパス）」

と題して、受験の時から現在までの軌跡について

寄稿いただきました。そして「新型コロナウイル

ス中和活性測定」について私からも長崎大学シー

ズの取り組みをご紹介させていただきます。小島 

宏行さん（大 44）には投稿を依頼して「三度の

海外駐在を通じて」を寄稿いただきました。「夢

は見るものではなく、叶えるもの」という言葉が

印象的です。また、行動制限など少し緩和されて

まいりましたので、東京グルメ探偵団が活動を再

開し、東京藝術大学に隣接する岐阜のアンテナシ

ョップ「岐阜ホール」を取材しました。新探偵 

倉橋香おりさん（大 34）らの取材レポートをお

楽しみください。 

 新型コロナ感染症のパンデミックのような想

定外の出来事など、正解のない課題への対応力が

求められるようになってまいりました。画一的で

はない様々な可能性を追求できる世の中に変化し

てきました。これから 10 年先は、どのような未

来が待っているか誰にも具体的な予測が難しいで

すが、世界は大きく変化していきます。挑戦を続

けている人たちがいる限り、希望ある世の中が待

っていると信じ、様々なチャレンジを続けてまい

りましょう。 

＜長崎大学病院臨床研究センター＞ 
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                         岐阜薬科大学 学長 原 英彰（大 31） 

岐阜薬科大学同窓会東京東北支部の会員

の皆様方には益々ご健勝でご活躍のことと

お慶び申し上げます。また、岩崎稔支部長

のもと、同窓会活動を活発に進めていただ

いておりますことに対し心より敬意を表し

ますとともに、日頃から本学発展のために

多大なご支援・ご指導を頂いておりますこ

とに対しまして有難く厚く御礼申し上げま

す。 

1) 本学が育てたい人材 

本学は 6 年制課程の大学であり、「医療

薬学コース」と「創薬育薬コース」の 2 つ

のコースを有しております。「医療薬学コース」

においては、「安全で確実な薬物療法を提供でき

る薬剤師」及び「地域や社会のニーズに向き合

い、健康で質の高い社会を築くことに貢献できる

薬剤師」の育成を目指しています。また、「創薬

育薬コース」においては、薬剤師の資格を持って

「医薬品の研究、開発の中核となる研究者や技術

者」の育成を目指しています。そのために 3 回生

後期からそれぞれのコースの研究室に配属し、早

期から教育・研究を行っております。すなわち、

本学では、臨床に従事しながら研究ができる薬剤

師、あるいは臨床の経験を生かして製薬企業など

で研究者として活躍する薬剤師研究者など、応用

力のある人材の養成を目標としています。 

大学院においては、「いかに患者さん個々人の

治療の向上に役立つ薬へと改良していくか、ま

た、正しく薬を使うかを研究する“育薬”」と、

「難病治療などに向け、世界に発信できる新薬を

研究する“創薬”」という観点から、教育を進め

ております。いわゆる、専門薬剤師や創薬や生命

科学研究のエキスパートの育成です。大学院を卒

業することによって、薬学博士号を取得すること

になります。博士号を取得することは、その後の

薬剤師、研究者や公務員などの人生において、非

常に有益であり、かつ活躍の場も広がります。大

学院への進学を推進するために、同窓会から大学

院進学者に対して支給型資金として「成長支援助

成金（一律 20 万円）」を、さらに今年度から年額

36 万円（月額 3 万円）を支給することになりま

した。ただし、日本学術振興会特別研究員などに

採択されていない学生対象になります。詳細は、

本学の同窓会ホームページをご覧ください。 

2) 他大学や企業との連携 

本学は、「疾患の早期発見や安全で有効な個別

化治療」へと移行しつつある医療の社会的ニーズ

に応えるため、本部キャンパスに隣接している岐

阜大学の医学部、応用生物科学部(獣医学部)及び

工学部の教育・研究機関と連携して、「岐阜大学

大学院連合創薬医療情報研究科」を開設し、高度

な専門性と先見性、柔軟な発想を有する最先端な

領域で活躍できる人材の育成にも努めておりま

す。また、名古屋大学医学部医学研究科、創薬科

学研究科や名古屋市立大学、さらには中国浙江大

岐阜薬学専門学校の新築落成と開校記念式を報じる 

岐阜日日新聞 （昭和 7年 11月 17日） の前で撮影 
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学、フロリダ大学など多くの海外の大学とも学術

協定を締結し、最先端の研究に取り組んでおりま

す。しかし、ここ 2 年間はコロナ禍の影響でこれ

ら海外の大学との交流は途絶えております。コロ

ナが落ち着いてきたら、再開したいと熱望してい

ます。それ以外にも、現在、民間企業出資による

寄附講座及び創薬ベンチャーとの共同研究講座、

併せて 8 講座を開設し、教育・研究を進めていま

す。 

3) 本学の研究力・教育力 

本学は、朝日新聞出版『大学ランキング 2022 

年版』の論文引用度指数ランキング（次ページに

記載）で、全国国公立私立大学 791 校中本学が 

1 位にランキングされました。これは教員の生産

性を示すもので、教員一人当たりの年間の主著論

文、いわゆる論文の最初に名前が出る方(論文作

成に主に携わった方)の論文数が本学は全国でト

ップということです。また文部科学省が交付する

科学研究費助成金(科研費)という国からの競争的

研究費の新規採択率が国公立私立大学 791 校中

で 6 位、科研費や外部資金の受け入れ金額も全国

でそれぞれ 22 位及び 27 位でした。さらに令

和 3 年度の薬剤師国家試験の本学新卒者の合格

率は、96.1 %であり全国国公私立 84 校中で第 

4 位の成績でした。このように、本学の研究力及

び教育力はトップクラスであります。この研究力

及び教育力を維持できるようにしたいと思いま

す。 

4) さいごに 

 本学は､教育・研究・社会活動の充実・強化を

図るという大学の社会的使命を積極的に果たすこ

とが期待されている一方、キャンパス整備・統

合、法人化、産学官連携の強化・ライフサイエン

ス拠点の整備等多くの課題が山積しております。

今後とも、こうした社会環境の動きを的確に捉

え､課題解決に向けた様々な取組をするととも

に、高度な研究に裏付けられて教育のできる大学

として、また伝統的に培われた育薬・創薬に関す

る教育・研究の成果を世界に発信できる大学とし

て、教職員一丸となって取り組んでまいります。

東京東北支部の皆様方には引き続き、本学発展の

ため、一層のご支援、ご指導を賜りますよう心か

らお願い申し上げまして、挨拶とさせて頂きま

す。 
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鳥居 慎一（大 32） 

 

岐阜薬科大学 32回卒業の鳥居慎一と申します。

今回は岐阜薬科大学同窓会・東京東北支部の岩崎

稔さんにご依頼を受けて、僭越ながら当時の岐阜

薬科大学（三田洞キャンパス）での懐かしい思い

出とお世話になった先生方や同級生、当時の三田

洞の雰囲気などと一緒に大学卒業後の歩んできた

道のりなどをそれとなく綴ってみたいと思います。 

高校卒業時に私自身は特に大学や薬学部への進

路について強い意思を持っていたわけではありま

せんでした。怠け者の自分を自称していましたが、

それでも大学進学前は物理や数学がやや得意だっ

たので（何かを覚えることが苦手で全く興味が沸

か無いことが出来ません）実は理学部系が志望で

したので、そちらの大学を受験しましたが不合格

で、新しく制度が出来た「共通一次試験（センタ

ー試験）」で別日程で受験できる公立大学にも願書

を出せるのを知り、岐阜薬科大学を受験したとい

う全くの不届き者でした。また当時、羽田空港か

ら小牧空港まで飛行機で受験に行っても良いとい

う親の言葉にのって初めて飛行機に乗れるという

不純な動機もあり岐阜薬科大学を受験しました。

受験科目の生物は全く勉強していなかったため、

確か二次試験の受験科目は数学・化学・英語でご

まかして何とか合格したと記憶しています。一応、

他大学も受験し合格通知を受け取っていたのです

が、親元の実家から通う大学生活よりも「早く自

立したい」、「勝手に生活できる」という、これま

た不純な動機で一人で下宿生活ができる岐薬の製

造薬学科に入学しました。 

そういった不届き者ですのでそれまで岐薬の輝

かしい歴史も知らなかったのですが、新制大学制

度での薬学部としての岐薬の歴史は古く、日本の

薬学部としては（確か）東大、京大の次に創設さ

れ、多くの優れた薬学研究者や教育者を創出して

来たのも岐薬であったという事も入学後に知りま

した。また、設立当初の校舎は三田洞ではなく岐

阜市九重町 3 丁目に

大学キャンパスがあ

りそこで学んだ先生・

先輩のお言葉で岐薬

の歴史を知ることに

なりました。 

大学での薬学関連

の授業は、先生方も非

常に熱心に講義をし

てくださり、我々初学

者に薬学を好きにな

って貰おうという熱気が講義室内にはあったと思

います。また、当時、私以外は真面目な学生が多

く（特に女子学生。試験前にノートをお借りして、

40 年後ですがここに御礼申し上げます。）、いつも

階段教室では最後尾でボンヤリ授業を受けており

ました私には何か別世界に入り込んでしまった様

に感じてもいました。 

幾つか優れた教授先生方の講義を受けておりま

したが、合成系・分析系の授業には私はついて行

けずに、次第に生物系・薬理系の面白さに気がつ

いて来ました。一方で薬学実習では、合成の実習

で最も簡単な化合物としてアセチルサリチル酸の

合成と精製フラスコでの単離・結晶化、NMR での

化合物のスペクトル確認などをさせて頂いたと記

憶しています。多分、自分が行った生涯唯一の合

成実験であり、今でも有り難い経験をさせて頂い

たと感謝しております。そうこうしている内に、

3 回生の後期になって所属する研究室を早く選び

なさい、という学生課からの催促の連絡があり、

またまた不届き者の私は「同級生が希望していな

い競争率の低い教室、また出来れば、生物系でお

願いします」という全く曖昧な希望を出し、「それ

では来年から京都大学から林 恭三教授がいらっ

しゃるがそこにしなさい」、という教務の先生のお

言葉で岐薬・生物学教室の第一期生として研究・
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実験のまねごとから教えて頂くことになりました。

また、同時に東京大学・理学部から野元裕博士（当

時は助手）が来られ、同級生の国嶋君、中田君と

の５人という小さな

所帯の研究室でした

が、今思い出しても本

当に楽しい実験の

数々をお教え頂いた

と感謝しています。生

物学研究室は新設さ

れた研究棟で微生物・

放射線化学の講座と

図書館と一緒の新棟

でしたので、とても綺

麗でまた動物飼育舎

とも近かったので居

心地の良い空間でした。 

私に与えられたテーマは当時、神経科学の最先

端であったヘビ毒由来の神経成長因子のホモログ

がマウスのオスの顎下腺から得られることが報告

され、その情報を頼りに大量のマウスを薬理学教

室から頂き、解剖して顎下腺を取り出し、組織を

ホモジネートしてカラムにかけて分離精製する。

また、その増殖因子を含む精製タンパクを用いて

ニワトリ交感神経節ガングリオンを培地上で増殖

させるバイオアッセイでの測定。その後、その精

製タンパクを用いてウサギでポリクロ抗体を自作

しての ELISA（サンドイッチ法）の確立などを

当時、林先生の教え子で京都大学から国立精神神

経センター（東京・小平市）に移られた古川昭栄

先生に教えて頂くことなりました。当時は今では

当たり前の ELISA キットなどは存在せず、βガ

ラクトシダーゼを用いて試験管内で一本一本、蛍

光測定しておりました。その折は機器センターの

先生方にも大変にお世話になりました。（図らず

も後年、統合失調症、多発性硬化症やアルツハイ

マー型認知症等の新薬開発において、国立精神神

経センター（現：国立精神・神経医療研究センタ

ー）には頻繁に通うことになります。） 

３回生までは全くの不勉強な劣等生でありまし

たが、生化学の面白さに目覚め、何とか卒業でき

たのは林教授、野元助手のお陰と同研究室の同級

生の国嶋君、中田君、また同級生の多くの友人た

ちのお陰と思っています（定期試験前には本当に

お世話になりました）。 

その頃、生物学教室

でも文献紹介（今で言

うジャーナルクラブ）

が定期的に行われ、全

く英語も研究内容も分

からない自分ですが、

海外では分子生物学な

る新しい実験の潮流が

起こって、生物学にも

タンパクから攻める従

来の生化学から、クロ

ーニングした遺伝子か

らタンパク発現をさせたり、細胞への遺伝子導入

を行って生物・生命の神秘の解明をしてゆこうと

いう分子生物学の流れが来ていることを知りまし

た。勿論、当時は制限酵素も PCR 機器も無い時代

でしたので、遺伝子をクローニング単離して、タ

ンパクの機能解析が出来ることやモノクローナル

抗体もマウスの免疫細胞と骨髄腫融合細胞から作

製でき、無尽蔵に増やせることなどが海外の論文

で紹介されつつあり、将来はそんな研究も行って

みたいな、というぼんやりとした希望を持ってお

りました。 

卒業後は林先生の推薦状のお陰で協和発酵工業

株式会社（現在の協和キリン）に入社しました。

当時は協和発酵の創設者の加藤辨三郎会長がご存

命であり、酒類部門も持っていたため新入社員の

入社式会場でお酒が配られるなど、独特の野武士

的なベンチャー精神があった会社と思い出しま

す。 

協和発酵では比較的新しく新設された医薬品の

開発部に所属しました。関東に帰ることを希望し

ておりました自分にはピッタリの就職先であり、

幾つかの国内の研究所で実験をさせて頂いた後

に、感染症領域、その中でも真菌症に対する抗真

菌剤開発チームをヤンセン協和（現在のヤンセン

ファーマ）に作るからそちらに出向せよ、という

楽しかった研究室時代 
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人事もあり抗アレルギー剤・レボカバスチン、抗

真菌剤・イトラコナゾール、ケトコナゾールの基

礎と臨床開発を始めるプロジェクトチームに配属

されました。当初はプロジェクトといっても、部

長と私の２人しかいないチームでしたが、ヤンセ

ン社（ベルギー、後に J&J 社と合併）とのジョ

イントベンチャーであったヤンセン協和自体も

20 名程度の小さな組織の会社で、上の方も協和

発酵から来られた方で新入社員としてとても居心

地の良い、しかしベンチャー企業の精神に溢れて

いた組織で私の気質にはとても合っていました。 

誠に幸いなことに東京大学医学部微生物から新

設された帝京大学医真菌研究センターに移られた

山口英世教授に教えを受けることが出来て、イト

ラコナゾール、ケトコナゾールの原薬をお持ちし

て In vitro 試験、In vivo 試験なども実施させて頂

くことが出来、最終的に臨床試験まで終えること

が出来て、厚生労働省（当時は PMDA はまだ無く

愛宕神社近くの神谷町にあった厚生省の審査セン

ターでした）へ全ての審査資料と申請概要を印刷

して持ち込んだことを記憶しております。申請日

の朝方まで校正作業をチーム全員（臨床試験後に

はチームは 20 名ぐらいになっていました）で行

うなど、申請の作業をオフィスに徹夜で寝泊まり

しながら行ったことも今では楽しい思い出です。

今では問題になるでしょうが、皆、初めての医薬

品申請で若くて体力もあった事もあり、徹夜後の

朝の銭湯でまた作業を続けることや印刷所に泊ま

り込んで校正・修正なども良い経験をさせて貰え

ました。又、今では有りえない事ですが、大して

経験の無い自分が医薬品の開発チームリーダーと

して、感染症の専門家の先生方と話し合いながら、

Phase1 試験や Phase2 試験のプロトコールを作

成・実施させて貰うなど、臨床試験の経験も積ま

せて頂いたことは自分の経験や職域を広げる大切

な機会であったと思います。ただただ感謝しかあ

りません。 

また、1980 年代の当時は日本でも結核後に発症

する肺アスペルギルス症・アスペルギローマ症が

多くの患者さんを悩ませており、結核病院・療養

所なども治験に参加して頂き、臨床治験を行い良

い治療効果を証明することが出来ました。イトラ

コナゾールはその抗菌スペクトルも広く、また経

口吸収されるカプセル剤形で初めて糸状菌と酵母

系真菌に有効な薬剤ということもあり、内科での

深在性真菌症と皮膚科での白癬菌による皮膚真菌

症（爪白癬など）の適応症にて承認を得ることが

出来ました。その後、注射剤や経口シロップ剤な

ども剤形追加することが出来て、当初は小さい市

場でのニッチな薬剤と思われていた市場での薬剤

が、ヤンセン社での主力製品になるなど、商業的

にも成功を収めたのは良い意味で驚きでした。こ

の経験から現在の市場規模によって研究開発品を

取捨選択するのは早計であると思っていますし、

やはり困っている患者さん、医療従事者がいれば、

そこには必ず医薬品開発のニーズはあると今でも

思っています。 

この間にベルギー・ヤンセン社（アントワープ

市の近郊の Turnout という街に本社所在）に出向

させて貰い、３年間抗真菌剤チームに配属され、

まだまだベンチャー企業であったヤンセン社にて

創薬から開発へのプロセスなどをチームの一員と

して実地で教えて頂く機会を得ました。のみなら

ず、英語での仕事環境（昼休みなどは現地のフラ

マン語）、欧米での仕事の進め方などを学ぶ機会を

頂きました。海外赴任の初期は会議などで全く英

語が分からずに、「これでは自分はやって行けない

かも、、」と不安になりましたが２〜３ヶ月ぐらい

経つと急に英語が聞こえてきて理解出来るように

なりました。その時はベルギー・ヤンセン社では

日本人は私一人であったため、日本語を話す機会

が無かったことが、今となっては語学の勉強環境

としては良かったと思っています。逆に言うと、

「人間切羽詰まると何とかなる」という間違った

自信と認識を持ってしまったのかも知れません。

また、今では笑い話ですがベルギーへの飛行機の

直行便も無く、海外空港も初めてで巨大なフラン

クフルト空港での乗り換えをしてブラッセル空港

に着いた時のホッとした思い、海外での自動車の

運転も初めてで何度か自動車での事故も経験しま

した。一度はブラッセルの環状高速道路（ペリフ

ェリック）での高速走行中に冬の凍結路でのスリ
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ップ事故で乗っていた頑丈なドイツ車が大破し、

会社ではお前良く命があったな、とベルギー人の

人事の方から驚きの言葉を受けましたが一方でお

前は生きているなんて

ラッキーだったぞと変

な褒め言葉も頂きまし

た。 

このヤンセン社での

経験は、海外に行っても

頑張っていれば誰か助

けてくれるし、仕事も何

とかなるという間違っ

た自信を持つに至って

しまい、その後は海外で

の勤務が断続的ですが長く続く事になりました。

会社も幾つか変わり、ヤンセンファーマ以降はセ

ルジーン社（ニュージャージ・Summit）、オリン

パスバイオテック社（米国・ボストンとフランス・

パリとリヨン）、バイオジェン社（米国・ボストン

と東京）と海外赴任と日本での勤務を繰り返しな

がらも医薬品の研究開発の業務を続けて来られた

のはとてもラッキーだったと思います。また、ヤ

ンセン社では国内もしくは国外留学制度が出来て、

私はかねてよりの希望により東京大学分子細胞生

物学研究所（東京・本郷）で抗がん剤の作用機序、

特に当時は先端であったアポトーシス（Program 

Cell Death）の研究チームに配属され、そこでの

楽しい研究生活を送ることが出来ました。主任教

授は東京大学薬学部の鶴尾隆教授で「アポトーシ

スを生体内で誘導する因子を見つけなさい」とい

うのが私に課せられた研究テーマでした。当初は、

イトラコナゾールが有するP糖タンパクでの細胞

外への排出機構を有する抗がん剤耐性機構を研究

する予定でしたが、「既に研究されていることをや

ってもしょうがない」「今、分かっていない科学分

野を開拓するのがサイエンスだよ」という鶴尾教

授の強いサイエンスに対する思いもあり、テーマ

をアポトーシスに変更しました。その時に実験材

料に選んだのがやはり岐阜薬科大学時代にやって

いたヘビ毒でのアポトーシス誘導因子からの単一

タンパクの精製・機能解析・遺伝子のクローニン

グ（全長の遺伝子配列の確定）という研究で学位

を頂く事ができました。この点でも、岐薬時代に

行っていたヘビ毒由来

の神経成長因子の研究

はストーリーを持って、

次のステップに進んだ

ということに後に気が

付きました。 

現在は日本のアカデ

ミア発の新薬を世に出

すことを目標にして、東

京大学の先生方と一緒

にバーミリオン・セラピ

ューティックス社というスタートアップのベンチ

ャー企業を創業しております。前職で経験した認

知症・アルツハイマー病の治療や全身性アミロイ

ドーシスの治療薬（心アミロイドーシス、腎アミ

ロイドーシス等）のアミロイド疾患の治療薬開発

を目指して、低分子化合物での研究開発を進めて

います。 

我々の会社だけでなく日本発の創薬がより活発

になり、スタートアップのベンチャー指向の若い

研究者が増える事で日本の医薬品開発の活性化や

産業育成に繋がるものと期待してお声がかかれば

講演・市民講座・大学での講義なども時々行って

います。 

振り返ると三田洞の岐薬を卒業してあっという

間に時間が経過してしまったな、と思うと同時に

自分としては余り進歩もしなかったにも関わらず

ここ迄やって来られたのは、周りの皆様の助けや

励ましの言葉、人間関係に恵まれていたのだと改

めて感謝の気持ちでいっぱいになります。これか

らは若い学生さん・研究者がより、薬学や創薬、

医薬品開発に興味をもって貰いより良い社会と医

療への貢献をして頂くのを応援して行きたいと思

って筆を置かせて頂きます。 

（バーミリオン・セラピューティックス株式会社 

東京大学薬学系研究科機能病態学教室 客員教授） 

  

国際学会にて （ヤンセン社・1994） 
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岩崎 稔（大 27） 

新型コロナウイルス中和活性測定とは、ワクチ

ン接種の効果を判定することである。中和活性を

測定することにより、新型コロナウイルスに対す

る抵抗力の強さを個人レベルで把握できる。即ち、

ワクチン接種のタイミングを個人で判断できる。

この中和活性測定により、感染リスクの軽減や重

症化リスクの軽減を判定できる。 

新型コロナウイルス中和活性測定に用いる標準

抗体は長崎大学と島根大学の共同研究で開発し特

許出願している。新型コロナウイルスのスパイク

タンパク質（受容体結合部位）に対する抗体（マウ

スモノクロナール抗体）を 20 種類以上樹立した。

その内 3 種類の抗体（10-2.1、11-4.1 及び 10-7.2）

は武漢型（従来株）ウイルスを用いて中和活性を

有することを明らかにしており、加えてアルファ

株、ベータ株、ガンマ株、デルタ株、ラムダ株、ミ

ュー株すべてを認識する、いわゆるスーパー抗体

であることを免疫沈降法により確認した。 

新型コロナウイルス感染症の発症機序を図１に

示している。スパイクタンパク質が肺胞上皮細胞

にある ACE2（アンギオテンシン変換酵素 2）と結

合することにより、新型コロナウイルスは細胞内

に侵入する。つまり、ACE2 が新型コロナウイル

スのヒト側の受容体である。肺胞上皮細胞を破壊

することによりサイレント肺炎を起こし重症化す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１  新型コロナウイルス感染症の発症機序 

図２に示すようにスパイクタンパク質に対する

抗体は、新型コロナウイルスの肺胞上皮細胞内へ

の侵入を阻害する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 スパイクタンパク質に対する抗体は、 

ウイルスの細胞内への侵入を阻害する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3  ACE2結合阻害能測定キット 

この原理を応用して図３に示す通り、新型コロ

ナウイルスの中和活性が測定できる。測定キット

は 96 穴のイムノプレートを用いる。抗凝固剤なし

で 1mL 採血後に遠心分離、血清を 0.4 mL 採取す

る。57 ℃で 30 分間、非働化することによりウイ

ルスを不活性化させる。非働化済み血清の 10 倍希

釈液を用いて測定する。 
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図 4  ACE2結合阻害能測定 

図４に実際の ACE2 結合阻害能測定結果を示す。 

ウイルスを用いない安全な中和活性測定キット

は島根大学発ベンチャーの mAbProtein（マブプ

ロテイン）社で製造して販売予定である。島根大

学内では 1 日に 10 キットの製造が限度であるた

め今後は専門会社で OEM 製造予定である。図４

に示すように 8 濃度の検量線（16 穴使用）を用い

て残り 80 穴に検査用の血清 40 検体（duplicate）

を 1 キットで測定できる。検量線から 75 %以上阻

害した場合に「中和活性あり」と判断する。血清中

の抗体の中で ACE2 結合阻害能力のある抗体を測

定することができるため、通常の抗体価測定に比

べて感染阻害能力をより正確に反映することがで

きる。図４では通常の抗体価が 4,000 AU/mL 以上

（抗体価あり）の３例について、ACE2 結合阻害

能力が 75 %未満という結果から、この 3 例は、抗

体価はあるものの「中和活性なし」と判定できる

ことを示している。 

また、測定プレートを変更するだけで武漢型（従

来株）のみならず重症化リスクの高いデルタ株も

測定できる点は特筆される。最近流行している複

数のオミクロン型については現在、長崎大学熱帯

医学研究所で検証実験を重ねている。オミクロン

型等に 98 % 以上が置換されている現状であって

も、残り 2 %は重症度リスクの高いデルタ株がな

くなっていないため本キットを用いた中和活性測

定の意義は大きい。 

現在は島根大学内の mAbProtein 社ラボで研究

開発を進めている。1 日の測定可能数が 120 検体

であるため、大手の分析会社で大量受託測定する

準備を開始した。mAbProtein 社は島根大学医学

部の浦野健教授（長崎大学医学部卒業）の研究シ

ーズ（特殊な抗体作製技術を活用した研究試薬・

診断薬・医薬）の研究開発及び製造販売を目的と

して 2018 年に設立された。同社は最先端の医学

研究のみならず医療現場での診断と治療に有益な

革新的な抗体作製を生業としている資本金 8,750

万円の島根大学発バイオベンチャーである。 

 まとめ：ワクチン接種後の効果（新型コロナウ

イルスに対する抵抗力の強さ）を個人レベルで把

握できる。次回のワクチン接種のタイミングを個

人で判断できる。現在、実施されている武漢型（従

来株）の抗体検査では見逃されるリスクを判定可

能となった。 

 ご活躍の卒業生の方々で、本稿にご興味をお持

ちの方は下記までお問い合わせください。 

 

 

〒160-0004  東京都新宿区四谷 1-10-2  

長崎県東京産業支援センター303 号室 

長崎大学東京事務所 岩崎稔 

（長崎大学病院臨床研究センター研究開発支援専門家） 
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小島 宏行（大 44） 

 

後輩の岸さん（大 54 回）より大学同窓会誌

への投稿依頼を頂いた。東京東北支部同窓生の

皆様のご期待に沿えるお話を提供できる自信

はないが、大学卒業後 3 回の海外赴任を経験す

る人はあまり多くないだろうから、自分自身振

り返りながら、徒然なるままに書かせていただ

こうと思う。 

1992 年岐阜薬科大学入学から博士課程修了

（2001 年）までの 9 年間を三田洞で過ごして

から、早いもので 20 年以上が経つ。今でも従

事する製剤学との本格的な出会いは、恩師川嶋

嘉明先生率いる製剤学研究室に配属された大

学四回生の時である。“患者さんに一番近い学

問”である製剤学に興味を抱き、それから四半

世紀以上、幸運にも製剤学の分野で研究に携わ

り、複数の製品を世に出すこと

ができた私は幸せ者である。私

の人生は（今のところ）、“運が

よい”と思っているが、今思え

ば、大学四回生の 4 月の研究室

決めのジャンケンに勝利した

ことが、私の人生にとって最も

ラッキーなできごとであった

ことは間違いない。 

さて、前置きが長くなった

が、三田洞の地を離れ、アステ

ラス（旧山之内）製薬に入社して丸 21 年が経

つが、製剤研究に携わる仕事で 3 度の海外赴任

（オランダ 2009-10年、米国シカゴ 14-16年、

ボストン 19-21 年）の機会に恵まれた。 

初めての海外駐在となったオランダは、文

化・考え方の違い、人生における家族や働くこ

との意義など私の人生観に大きな影響を与え

た。オランダ人にとって、仕事は人生の主役で

はなく、生活するための手段という感覚を持っ

ている人が多い。「家族・プライベート＞＞仕事」

であり、どちら

かと言えば家

族より仕事を

優先していた

三十代の私に

とっては、カル

チャーショッ

クであった一

方で、「人間と

しての幸せ」について深く考える機会にもなっ

た。当時、幼稚園だった二人の息子を連れ、ヨ

ーロッパ各地に旅行したことも懐かしい。多く

の街には教会とその周辺にカフェがあり、レン

ガ調の街並みを歩くだけでその町の歴史を感

じることができる。サッカー日本代表とオラン

ダ代表の親善試合が日本で

テレビ中継され、我々家族が

画面にたまたま映りこんだ

（当時の同僚から、海外生活

楽しんでるねぇ～と多くの

メールが来たことは言うま

でもない）ことなども良い思

い出である。チューリップ畑

で有名なキューケンホフや

風車などの景色は絶景で、い

つかまた訪れてみたい。 

チューリップ畑 

キンデルダイクの風車 
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オランダから帰国後、少しは英語に慣れ上達

したと（勝手に）思っていたが、現実は甘くな

いことを痛感する。アメリカやカナダのパート

ナーとの電話会議に参加するも何を言ってい

るのか全く分からない。。。毎回会議で冷や汗を

かきつつも先輩たちに助けられながら何とか

凌いでいた。冷静になれば当たり前なのだが、

オランダ語を母国語とするオランダ人にとっ

て、英語は非母国語であり、Non-native 同士

の英会話なのでわかりやすい単語で通じるの

であった。 

二回目の海外赴任先は弊社の米国本社があ

るシカゴ。1 回目の海外赴任後に上司に「ヨー

ロッパは経験したので、今度は米国で働きたい。

そして現地に部下を持ちたい。」と伝えていた。

シカゴでの学びもたくさんあるが、強いて挙げ

ると、「現地に溶け込む努力をすること」と「No

と言うこと」の大切さである。シカゴの職場に

は日本人が一定数いたが、

日頃から、私は現地人との

コミュニケーションを最

優先するように心がけて

いた。例えば、会社イベン

トで食事会がある場合、た

いていの日本人駐在員は

同じテーブルに集まる傾

向がある（会話が楽だか

ら）が、私は必ず現地メン

バーのテーブルに座る、子

供が所属する野球のチー

ムメートの親たちから食

事や飲みに誘われた際に

も（自分の専門やスポーツくらいなら何とか会

話についていけるが、トピックが離れると全く

何の会話かわかないにも関わらず）断らないよ

うに心がけた。私の帰任が決まった時、現地メ

ンバー30 人ほどがプライベートで私のために

壮行会を開いてくれ、（お世辞半分かもしれな

いが）「お前ほど現地に溶け込もうとした駐在

員はいないよ。」と、言われたときには、この

上ない喜びであった。 

業務上、社外の方とも一緒に仕事することが

多かった。生産トラブル対応の際には迅速かつ

タフな対応が求められる。日本人は丁寧という

か、間接表現を好む民族である。換言すると、

意図が通じにくい。この間接的な表現は米国に

おけるビジネスではうまく機能しないことを

学んだ。日本人はあまり得意ではない、“NO !”

といった最もシンプルだけど明快な答え方、

“Not acceptable for us”といった直接的な表現

の使用も時には重要である。もちろん、良好な

対人関係がビジネス上重要であることは世界

共通であるため、日々のコミュニケーション

（メールで済むようなことも敢えて電話や対

面で話をしたり、プライベートを含むカジュア

ルな話題を入れたり）を通じて、日ごろから信

頼関係を築く努力も大

切となる。余談とはな

るが、欧米スタイルの

素敵なことの一つに、

“Debate 文化”が挙げら

れる。ちなみに、米国で

は小学校低学年から

Debate の授業がある。

相手の意見に対して、

自らの考え方を“適切に”

ぶつける。時には喧々

諤々言い合うことも。

ただし、あくまで“その

トピック”に対する見解

の相違であり、相手（人）や別のトピックにそ

の感情を持ち越すことは少ない。後腐れなく、

いい文化だと思う。このころ小・中学生だった

息子たちは野球を楽しみ、私もその応援や夏・

冬の家族旅行などを満喫した。 

家族旅行@モニュメントバレー 
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三度目の海外赴任は、アメリカ独立運動発祥

の地としても知られるボス

トン（実際には車で 30 分ほ

どの郊外）で、再生医療に特

化した弊社グループ会社に

出向した。ここでは、ヒト幹

細胞由来の細胞医薬の研究

開発を行っている。最初のオ

ランダ駐在から帰国した際、

いつか海外の部署で自ら組

織を運営したいと思ってお

り、三度目の正直でそれが叶

った。製剤研究の専門部署を自ら立上げ、初め

て現地の部下を持つ機会にも恵まれた。アメリ

カ、アフリカ、ヨーロッパ、中国、日本出身の

多様性に富んだ仲間とともに、日々、再生医療

という新たな分野で製剤開発を楽しんだ。だが、

困った。細胞なんてよくわからない。感覚的に

は農家が漁師になった気分である。私自身、製

剤研究に長年従事してきたが、過去十数年、経

口製剤（錠剤、カプセル剤、懸濁液剤など）の

開発が主であった。細胞培養なんて大学時代に

数回やっただけで 25 年以上触ったことすらな

い。もともと生物系が得意でなく、細胞生物学

や生化学などの知識も限られている。この時ほ

ど、大学時代にもっとしっかり勉強しておけば

よかったと思ったことはない。しかしながら、

基本「挑戦することが好き」で前向きな性分な

ため、発想の転換ではないが、幸いにも再生医

療分野で世界トップレベルの研究者が多く在

籍していることから、私自身に不足している細

胞生物学の知識や経験は、大いに彼らに頼り、

私の強み・専門性（製剤学）を発揮する方針に

切り替えた。意外にもこれがうまく行った。な

お、せっかくの機会なので、25 年ぶりに細胞

実験にも挑戦したが、老眼の為、超繊細な作業

が要求される実験には不適なことを早々に認

識したので、大切な実験は信頼できる研究者に

任せたことは言うまでもない。 

日米のマネジメン

トの違いについても少

しだけ触れたい。あく

までも私見ではあるが、

日本は最良な進め方を

組織として審議し、合

議的に進めるケースが

多いのに対し、米国で

は、それぞれのポスト

（個人）に役割・責任

が任せられている。す

なわち、米国ではヒエ

ラルキー・個々の役割・期待が明確であり、上

司と部下の関係性もはっきりしている。終身雇

用ではない米国においては、上司が部下の人事

権を握っていることもその背景にある。また、

逆のケースもあり、上司が転職すると、それま

で一緒に働いていた仲間たちも上司を追いか

けて別の会社に移っていくという話も耳にす

る。一方、良好な関係性を構築するための基本

的要素について、日米の職場に大差があるとは

感じない。基本「人と人」であり、「信頼」関

係を築くための努力を惜しまないの一言に尽

きる。例えば、1 日 1 回は、仲間たちと話をす

る機会を作る（仕事と関係ないプライベートの

話でも）、自分が率先して足を運びコミュニケ

ーションを図るなど、できる限り直接会って話

子供の野球の応援 

四半世紀ぶりの細胞実験 
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をすることを心掛けたことで、（自己満足かも

しれないが）良いチームができたと思っている。 

ボストンは初めての海外単身赴任生活でも

あった。4-10 月にかけては単身赴任仲間とゴ

ルフ（毎週 2 ラウンドの成果？人生初 70 台を

記録）や魚釣りを楽しんだが、雪が降る 11-3

月はやることがない。赴任して一年が過ぎよう

とした頃、新型コロナが発生し、街もロックダ

ウンとなった。1 週間に 1 回スーパーマーケッ

トに出かける以外、部屋から出られない、誰と

も会えないそんな生活が 2 か月続いた。さすが

に精神的にもきつかった。やはり海外赴任は家

族帯同がいい。今も多くの仲間が海外で働いて

いる。コロナが収束し、自由に旅行できるよう

な時代に一日も早く戻ることを切に願う。 

三回目の海外赴任を終え、2021 年に製剤研

究所（静岡県焼津市）に戻った。大学時代に製

剤学に出会ってから、25 年以上、今でも製剤

研究に情熱を注いでいる。10 年ほど前に携わ

ったアフリカの子供たちに薬を届けるプロジ

ェクト（プラジカンテル小児製剤開発）もいよ

いよ佳境だ（Forbes Japan に掲載されたので、

よろしければ 

→ https://forbesjapan.com/articles/detail/45710）。 

「夢は見るものではなく、叶えるもの」、最

近、この言葉を大切にしている。岐阜薬大卒業

生として、これからも、「もっと製剤にできる

こと」を追求していきたい。 

（アステラス製薬 製薬技術本部 製剤研究所長） 

 

 

 

 

  

職場の仲間たち（右から 5人目：著者） 

https://forbesjapan.com/articles/detail/45710
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東京東北支部役員会 

令和 3 年 9 月 18 日（土）13:30～16:00 におい

て、東京東北支部会 初の試みとして Zoom（クラ

ウドコンピューティングを使用した一つの Web

会議サービスの名称）を用いた Web 会議様式での

支部総会を開催致しました。 

コロナ問題解決の出口が見えない中、従来の総

会＋懇親会形式での支部総会開催については、昨

年も中止という判断を強いられましたが、なんと

か支部会員の皆様との交流の場を設けたいという

役員一同の思いから開催の決断・運びとなりまし

た。 

＜素人集団での開催立案＞ 

企画としては立ち上げてみたものの、支部役員

のメンバーも Web 会議（Zoom、Teams など）へ

の参加経験はあるものの、自らの企画による主催

経験はなく、会議開催でのトラブル（通信環境不

備や不具合等）対応のノウハウも持ち合わせてお

らず、不安要素ばかりの状態でした。そこで様々

な案を検討・リサーチを行った結果、Zoom の事前

準備（ID 取得など）から当日運営まで幅広くサポ

ート対応してくれる KKR ホテル東京のお世話に

なることで、開催の目処を立てることが出来まし

た。 

＜開催規模の予測がつかない＞ 

さて開催準備を進める上で、最も困ったことは、

参加人数が予測できないため、どの程度の回線準

備（キャパシティ）が必要かという点でした。 

開催の案内は 8 月発行の鳳川ジャーナルでのご

案内となりましたが、開催まで余裕の無い案内と

なってしまったことで、支部会員の皆様の環境

（PC・スマホ・タブレット端末等）状況のリサー

チ、当日のご予定や参加の可否確認が行えません

でした。 

また、ほとんど参加頂けないのではないかとい

う不安に駆られた時期もあり、一部の方への対象

となってしまいましたが、Facebook 上にプライベ

ートグループ「岐阜薬科大学同窓会東京東北支部・

有志」を立ち上げ、トピックスとして Web 支部総

会の開催告知や開催 URL を掲載し、当日参加し

易くなるように環境整備や呼びかけを行いました。 

現在、Facebook をご利用中の皆様におかれま

しては、岐阜薬科大学同窓会東京東北支部・有

志」のグループを検索の上で是非、参加申請頂け

れば幸いです。 

 グループにつきましては、岐薬 OB の皆様、その

ご家族※様であれば、特に制限なく相互承認で参

加可能としておりますので、掲示板的なコミュニケ

ーションツールとなればと考えています。 

※ SNS 等、苦手な方でもご家族のサポートが得られれ

ば参加出来るようにしたためです。 

そのような経緯で、何ら根拠はないまま暫定的

に 100 人参加を最大とした枠で準備を進め、不安

を抱えながら総会当日を迎えました。 

当日は、KKR ホテル東京の一室を開催本部会場

として設営し、役員は 3 名（岩崎・曽江・村瀬）

に限定し会場入りし、総会開始の 60 分前からログ

イン可能として待機致しました。結果、大きなト

ラブルもなく、最終的に 50 名近くの皆様に参加頂

くことが出来ました。 

この陰には、口コミで参加を呼び掛けて下さっ

た支部会員方々のご支援を頂きましたこともこの

場をお借りして御礼申し上げます。 

 また今回、特別講演演者である鳥居さんとご同

期の方など遠方から参加頂くことが出来、楽しい

時間を迎えることが出来ました。 

（東京東北支部会員以外の方の参加可否の相談が

あり、可とさせていただきました結果です。） 

 今回、プログラムの最後に「意見交換会（今後の

支部活動のあり方）」のセッションを設けて、ご参

加の皆様方から、様々なご意見を頂戴いたしまし
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たが、Web開催という新たな試みに対しましては、

多くのご評価の声を頂くことが出来ました。 

＜Web開催で感じたメリット・デメリット＞ 

 Face to Face での通常総会の魅力には敵いませ

んが、最後に Web 開催を行って感じたメリット・

デメリットを整理してみました。 

【メリット】 

1． 感染リスクの回避：ご自身の体調が不十分な

場合でも無理することなく参加頂ける。 

2． 天候に左右されない：以前に台風の来襲にぶ

つかり、新幹線が止まってしまい、岐阜からの

先生方が参加出来なかったことがありました

が、悪天候でも心配は不要。（今回も結構な雨

でした） 

3． 遠方の方も参加し易い：今まで参加を躊躇し

ていた東北の会員の皆さんにも気兼ねなく参

加を呼び掛けすることが出来ますね。 

4． 会員の皆様の負担軽減：通信費等の負担はあ

るものの、交通費や移動時間不要と出来る。 

5． 飲食・内職の制限なし： 

6． 外出先からも参加できる：スマートフォン、タ

ブレット端末からのアクセスも可能ですので、

移動中や出先からでも気軽に参加頂けますね。 

【デメリット】 

一方、今後の課題も浮き彫りになりました。 

1． 個人の通信環境・スキルに左右される：参加希

望していたが参加出来なかった方の存在は、

どのくらいおられたのでしょうか？ 

見直す必要あり。 

2． 支部会員の相互交流の場とは出来ていない：

今後、分科会の設定など工夫を検討すべき。 

3． Face to Face での通常総会の魅力には、及ば

ない： 

＜まとめ＞ 

 初の試みであった Web 総会、今後はリアルの通

常総会に戻せるのか、まだまだ難しいのか、ハイ

ブリット開催は可能なのか、予測も立ちませんが、

支部会員の皆様のご意見・ご指導を頂きながら、

より楽しい充実の場の開催を目指していきたいと

思います。 

（東京東北支部役員一同） 

 

  

令和 4年もWeb開催となりました。 

皆様のご参加 （アクセス） をお待ちしています。 

（左より、曽江 副支部長、岩崎 支部長、村瀬 総務） 

＜ 令和 3年 9月 14日 於：KKRホテル東京「松」 ＞ 
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（参加方法については、次頁参照下さい） 

 昨年に続き Zoom を用いた Web 会議スタイルでの支部総会を開催いたします。当日は、KKR ホテル

東京に運営事務局を設営し役員数名で臨みますが、会員の皆様の会場での参加は出来ませんのでご了承

下さい。 

支部総会のプログラムは以下の通りです。 

 

■日時：令和 4 年 9 月 10 日（土曜日）13 時半から 16 時 

≪プログラム≫ 

1．支部長挨拶 

2．議題 

  議案 1 令和 4 年 6 月期 活動報告・会計報告 

   議案 2 令和 5 年 6 月期 活動報告・予算案 

   議案 3 令和 5 年 6 月期 役員案 

   議案 4 支部会則の改訂案   

3．講話 

                             岐阜薬科大学 学長 原 英彰 先生  

4．特別講演 

「コロナ禍における病院薬剤師業務の変化について」 

           国立国際医療研究センター病院 薬剤部 調剤主任 樋口 昇大 先生（大 52） 

5．意見交換会 
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事前準備（アプリのインストール＊） 

参加には専用のアプリが必要ですが公式サイトから無料でダウンロード、インストールできます。 

・スマホ・タブレットの場合：アプリストアからインストール 

・PC の場合：検索サイトなどから Zoom のウエブサイトを開き（https://zoom us/jp-jp） 

 「ミーティング用 Zoom クライアント」をダウンロード 

（Zoom で初めてミーティングを行うときに自動的にインストールすることもできますが、予めイ

ンストールしておくと安心です。諸事情によりアプリをダウンロードできない場合、PC をご使用

の際はブラウザから入れます。） 

【メールによる URL、ミーティング ID・パスワードの送付について】 

 総会前日までに、タイトル：「支部総会案内希望」として支部長宛に空メールをお送り下

さい。折返し、総会参加用 URL 等の情報を入れ返信させていただきます。 

E-mail：medical.information.network@gmail.com 

1．支部総会参加方法（Zoom） 

  Zoom を利用したオンライン形式で実施いたします。 

  アプリを起動し、サインインし、ミーティングに参加して下さい。   zoom 

    ミーティング ID :  883 0314 2536 

    パスコード :  624600 

  会議日時 9 月 10 日（土） 13 時半から 16 時 

   ※ 当日は、総会開始時刻の 60 分前からログインが可能です。役員が、ログインして 

待機していますので、接続等に不安のある方は、演習を兼ねて早めの参加を検討下さい。 

  ※ ミーティングにアクセスできない場合は、開催時間中、以下の番号にご連絡・ご相談下さい。 

      090-7262-5288（岩崎）、090-5995-2152（曽江）、090-1648-0861（岸）                        

2．当日ご用意いただきたいもの 

  ・Zoom に接続可能なカメラ及びマイク付き PC、スマートフォン、タブレットのいずれか 

（カメラ機能は無くても参加できます） 

3．遅刻・欠席される場合について 

  欠席の場合は、当日の欠席連絡は不要です。 

  開始時刻にログインできなかった場合でも、遠慮なく参加下さい。 

4．その他 

・安定したネット環境で接続して下さい。（環境によっては音声等が途切れる場合があります） 

・今回の Web 会議は、KKR ホテル東京の「WEB 会議プラン」を利用して開催致します。  

https://zoom/
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― 岐阜ホール ― （岐阜県民憩いの場を目指して） 

東京グルメ探偵団 

東京には岐阜県の

アンテナショップ

が無いなぁと寂し

がっていた我々の

声が届いたのか、

2019 年 7 月、上野

に全国でも珍しい

民間によるアンテ

ナショップ「岐阜ホー

ル」がオープンしました。 

我々探偵団も注目し訪問計画

を立てていたのですが、残念なが

らコロナ禍の影響もあり一時休

業となっていました。 

今年 4 月に再開との声を聞き、

改めて足を運んでみました。 

 上野駅から上野恩賜公園を抜

けて東京藝術大学音楽学部の前

を抜けると、建築屋さんの前に、

隠れ家的に「岐阜ホール（2F）」

の看板が。 

階段を上がって店の扉を開くと、そこには岐阜

県の工芸品や名産品がズラッと並んでおり、「わ

ぁ！まさに岐阜県！」と懐かしさが込みあげてく

ること間違いなし。 

 お店にスタンバイしておられた開設メンバーの

髙田さん（株式会社リトルクリエイティブセンタ

ー・岐阜市）にお話を伺うと、岐阜のヒト、モノ、

コトを全国に発信したいという想いから生まれた

事業で岐阜県の各市町ともタイアップしながら、

岐阜の魅力を全国に届けたいとの強い想いを教え

て頂きました。また数ある商品のなかでお薦めの

品として、飛騨清見ソース（高山市）、大地のかり

んとう・あゆピー（山本佐太郎商店・岐阜市）など

を挙げてくださいました。み

なさん、ご存じでしたか？ 

探偵的にはあゆピーは、鮎の

形をした柿の種でなかなか

キュートな一品でした。 

 懐かしい思いに浸ったと

ころで、美味しい飲み物でし

ばし休憩。メニューは、アン

ノンティー（ホット・アイス）、

柚子ゼリーソーダ、かみのほ

柚子ソーダ、かみのほ柚子茶

というラインナップ。なんでも、関市上之保で栽

培されている柚子（柚子祭りなどで有名らしいで

す）を広めたいとのこと。 

なおカフェでドリンクを注文するともれなく、

大地のかりんとうなどのお菓子が付いてきます。 

 お店のお得情報を聞くと「首都圏には岐阜のア

ンテナショップがないから、ここに来れば、岐阜

の商品がまとめて買えますよ。」との元気なお声が。 

またリトルクリエイティブセンター制作の「岐阜

と東京をつなぐカルチャーガイド・ TOFU 

magazine」を無料で入手することが出来ます。 

 皆さん、上野に足を運ぶ機会がありましたら、

少し足を延ばして、「岐阜ホール」是非、覗いてみ
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ませんか。 

今回 本ジャーナルの表紙を飾りました五條天

神社やすぐ近くの東京藝術大学美術館も組み込ん

でみると岐薬 OB とっておきのデートコースにな

ること間違いなし！ですよ。 

（企画：東京東北支部役員一同） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「岐阜ホール」の素敵なスタッフ 右が髙田さん 

今回の探偵 左より 倉橋 （大 34）、  曽江 （大 35） 

 

 

 

岐阜ホール 

〒110-0002 

東京都台東区上野桜木 1-4-5-2F 

営業時間 12:00～19:00（不定休） 

お出かけの際には、営業の有無を確認さ

れることをお勧めします。Facebook での

確認が最新で確実とのこと。 

TEL 03-5834-8046 

https://gifuhall.com 
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東京東北支部長 岩崎 稔（大 27） 

これまで、皆様には印刷した冊子をお届けして

きました支部会誌「鳳川ジャーナル」ですが、電

子媒体化を視野に入れた新たな様式に変更する方

向で検討を始めました。 

本ジャーナルは、東京東北支部の皆様相互の交

流を図るコミュニケーションツールとして支部年

会費の納入の有無にかかわらず 、支部会員とし

て登録されている皆様全員（約 1,400 名）に冊子

を郵送しております。本部同窓会からの補助では

印刷と郵送発送の費用をまかなえないため、支部

会費を納入頂いている方のご支援で運用出来てい

る状況です。従来は本部同窓会からの助成金が支

部会員 1 名につき 300 円でした。令和 4 年度か

ら 1 名につき 200 円に減額されますので約 14 万

円が減収となります。 

以前より、一部の方々からはメールでの電子媒

体（PDF）で送ってもらえば冊子は不要である旨

のご意見をいただいていたり、PDF でのお届け

を軸として希望者のみに冊子（印刷物）を届けて

はどうかなどの意見も頂いています。有料で配布

してはどうかとの声も聞かれます。  

また本学ホームページ（支部会だよりサイト）

に掲載することで、いつでもアクセスできる環境

整備（読みたいときにバックナンバーを含めいつ

でも見られる）なども魅力的と考えていますが、

本ジャーナルのコミュニケーションツールとして

の特性上、ある程度のセキュリティ担保の必要性

もあり、課題も残されています。 

一昔前と比べて情報収集手段は今やデジタルへ

と変化する中で、鳳川ジャーナルの印刷と郵送の

費用を抑えることで支部会員の皆様の負担を減ら

す方向で、早く情報をお届けする方向で議論を重

ねています。 

皆様、お気づきのように、令和 2 年から紙面 

構成を縦型から横型にすることにより、印刷費用

の内訳で「版組み費用」を少し削減できました。

誌面を横書きに変更するとともに、印刷会社によ

る版組みをなくし、word 原稿からのダイレクト

印刷にすることで、コスト削減も図っています。 

ある時に最適だった取り組みも、私たちが変わ

らなくとも、世の中が変化することで最適ではな

くなってしまうことも多々あります。今回計画の

Web 支部総会後半のプログラムで「意見交換

会」の場を設けております。皆様からの忌憚のな

いご意見・アドバイスを頂戴いたしたいと考えて

おります。よろしくお願い申し上げます。 
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東京東北支部長 岩崎 稔（大 27） 

「岐阜薬科大学同窓会東京東北支部会則（改訂案）」を今回、本ジャーナルに同封させて頂きました。 

現行の支部会則は平成 14 年（2002 年）9 月 8 日改訂版ですが、タイトルも東京支部会則のままとな

っており、現状に合わせて 20 年ぶりに改訂する予定です。 

主な改訂点は以下の通りです。 

➢ 東京支部会則→東京東北支部会則 

➢ 親睦会→支部総会及び懇親会 

➢ 支部名薄の発行→支部会員名薄の管理 

➢ 支部会報の発行→支部会誌（鳳川ジャーナル）の発行 

➢ 東京都その近郊→首都圏及び東北 

➢ 役員及び学年幹事・会社団体幹事→役員及び幹事 

➢ 定期総会→支部総会 

➢ 総会費及び新卒会員歓迎会費→懇親会費    等を改訂予定です。 

本年度 Web 支部総会の際に議案として、説明させて頂きます。ご意見を頂戴できますと幸いです。 
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（令和 3 年 7 月 1 日より令和 4 年 6 月 30 日） 

収入の部 支出の部 

前年度繰越金 

  

本部交付金 

総会・年会費 

特別寄付金 

広告料 

雑収入 

2,121,002 

 

416,700 

2,000 

15,000 

0 

5 

  

 総会開催費 

 鳳川ジャーナル印刷費 

  会議費 

 通信費 

 事務用品費 

 慶弔費 

 交通費 

 

 手数料 

  

 次期繰越金 

 

133,210 

227,480 

0 

  206,413 

55,572 

0 

0 

 

743 

 

1,931,289 

合  計 2,554,707 合  計 2,554,707 

令和 4 年 7 月 9 日 

  以上の通り報告いたします。     会計幹事  庄司 勝志 

会計監査  谷口 翔 

なお、令和 4 年度予算案については令和 3 年度に準じ立案致しますが、令和 3 年度の予算と同様に総会

開催関連での収支は「Web 会議開催（支出のみ）」となります。本書面を以って提案とさせて頂きます。 

（予算案に対するご意見等ございましたら medical.information.network@gmail.com まで宜しくお願い致

します。） 

 

寄附をお寄せいただきましてありがとうございました。 

寄附の総額は、15,000 円です。ご芳名を記してお礼に代えさせて頂きます。 

（大 32） 鳥居 慎一 2口    

（大 33） 手島 浩慈 1口   （敬称略） 
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リアル開催の支部総会順延による Web 会議ス

タイルでの支部総会開催の状況を踏まえて、昨年

度は年会費徴収（2,000 円）をお願いしませんで

した。 

支部会誌「鳳川ジャーナル」の印刷費と郵送費 

の経費は発生いたしますが、本学同窓会からの補

助（1 名あたり 200 円）と前年度からの繰越金 

により支障なく運営が可能と判断しましたので、 

本年度も昨年度同様に年会費徴収（2,000 円）は

お願いしないことといたしました。 

なお振込票は同封していませんが、寄付金につ

きましては従来通りに受け付けております。 

ご検討いただければ幸甚です。 

よろしくお願い申し上げます。 

口座番号 00140 - 6 - 22103（ゆうちょ銀行） 

 岐薬同窓会 東京支部 

1 口 5,000 円を申し受けます。 

なお、お手数ですがお振込み時に卒業年次とお

名前の記載をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

コロナ禍ではあるものの、還暦を機に卒業中

学・高校の同窓会開催プランが進行中。来年こそ

支部総会もリアル開催できるかな。  ≪露武≫ 

「笑う門には福来る」。暑さのせい？心に余裕

がないから？そういう年頃だから？最近イライラ

が止まりません。反省です。笑おう！≪おさる≫ 

自然は人間に舌 1 つと耳 2 つを与え、話すその

倍は人の話を聞くようにとのこと。最近、読んだ

本で知りました。「あぁ！なるほど」我が身のい

たらなさに心当たりありすぎです。 ≪青い鳥≫ 

2022 ジャーナルは補欠原稿で待機してました

が、本来の原稿が出揃ってよかったです          

                ≪足軽参謀≫ 

暑さが続きますね。コロナ、物価高など嫌なこ

とが続きますが、心の中だけは健康で明るく、笑

顔で過ごしたいものです。     ≪へたれ≫ 

 

 

おかげさまで、たくさんの「薬学かをる」素敵

な原稿をご提供できたと自負しています。みなさ

まと総会でお会いできるのが楽しみです。 

                 ≪カレー≫ 

暑い日が続いております。地球の異変を感じな

がらも日々Positive に生きております。本ジャー

ナルが皆様の日々に少しでも彩りをお渡しできる

ことを期待しています。     ≪ジョニー≫ 

先日、占い番組に影響されて、初めて占いに行

ってみました。言われた事は、当たってることも

あるし、あれ？と思う事も。当たるも八卦当たら

ぬも八卦。少し元気をもらったし、面白かったで

す。               ≪きゅう≫ 

 

 

ご感想・ご意見などお聞かせ頂ければ幸いです。 

⇒ medical.information.network@gmail.com 

 ≪ 鳳川ジャーナル編集メンバー一同 ≫ 

  

mailto:medical.information.network@gmail.com
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編集発行人 

岩崎 稔 

E-mail：medical.information.network@gmail.com 

岐阜薬科大学同窓会名簿に基づき、本鳳川ジャーナルを送付しております。 


